
22222000002222200000年12月期年12月期年12月期年12月期年12月期 第第第第第３３３３３四半期決算短四半期決算短四半期決算短四半期決算短四半期決算短信信信信信〔〔〔〔〔日本基日本基日本基日本基日本基準準準準準〕〕〕〕〕(((((連結連結連結連結連結)))))
2020年11月９日

上 場 会 社 名 ＳＢＳホールディングス株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 2384 URL http://www.sbs-group.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 鎌田 正彦

問合せ先責任者 (役職名) 執行役員財務部長 (氏名) 遠藤 隆 (TEL) 03（3829）2222

四半期報告書提出予定日 2020年11月９日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無

四半期決算説明会開催の有無 ：無
　

(百万円未満切捨て)

１．2020年12月期第３四半期の連結業績（2020年１月１日～2020年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第３四半期 191,619 0.5 8,562 9.8 8,440 8.5 5,363 13.5

2019年12月期第３四半期 190,754 40.2 7,801 119.5 7,778 126.4 4,727 155.9
(注) 包括利益 2020年12月期第３四半期 5,531百万円( 5.7％) 2019年12月期第３四半期 5,233百万円( 144.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年12月期第３四半期 135.04 －

2019年12月期第３四半期 119.02 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年12月期第３四半期 188,825 58,384 26.1

2019年12月期 180,047 54,077 25.1
(参考) 自己資本 2020年12月期第３四半期 49,283百万円 2019年12月期 45,128百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年12月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2020年12月期 － 0.00 －

2020年12月期(予想) 32.00 32.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2020年12月期の連結業績予想（2020年１月１日～2020年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 265,000 3.7 11,200 10.1 11,000 8.1 6,500 6.9 163.66
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年12月期３Ｑ 39,718,200株 2019年12月期 39,718,200株

② 期末自己株式数 2020年12月期３Ｑ 575株 2019年12月期 575株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期３Ｑ 39,717,625株 2019年12月期３Ｑ 39,717,670株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料P.3「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（2020年１月１日～2020年９月30日）は、新型コロナウイルスの感染拡大による世界的な

経済活動の抑制や輸出入の減少が景況感の悪化をもたらし、景気の先行きは依然として厳しい状況が続いております。

他方、外出の自粛や休校措置などを背景に、食品や日用品など生活必需品の物流需要やネット通販の市場は拡大を続け

ており、当社グループはお客様、取引先ならびに従業員の安全確保を最優先に取り組みながら、こうした需要に応える

べく積極的な対応を図っております。

　業績については、売上の増加に伴って人件費、傭車費等が増加した一方で、コスト改善の進展や燃料単価が昨年に比

して落ち着いていること、また、物流不動産の流動化で前年を上回る収益を計上したこと等が奏功し、前年同期と比較

して増収・増益を確保いたしました。上記の結果、売上高は1,916億19百万円（前年同四半期比0.5％増）、営業利益は

85億62百万円（同9.8％増）、経常利益は84億40百万円（同8.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は53億63百

万円（同13.5％増）となりました。

セグメント別の経営成績は以下のとおりです。

（物流事業)

　物流事業では、既存顧客との取引拡大に加え、高い物流機能を求める新規顧客の獲得に注力しました。企業間物流や

海外事業においては新型コロナウイルス感染拡大の影響を大きく受けましたが、即日配送事業において市場拡大を続け

る電子商取引（ＥＣ）需要の取り込みや、生活物流部門や食品流通などの分野における需要の拡大は業績の下支えとな

りました。その結果、売上高は1,777億67百万円（前年同四半期比0.4％減）、営業利益は39億94百万円（同4.4％減）と

なりました。

（不動産事業）

　不動産事業は、開発事業と賃貸事業で構成されております。開発事業では、グループの３ＰＬ事業を推進するために、

顧客の物流ニーズに合った大型倉庫を土地の取得から建設まで一貫して行います。賃貸事業は、当社グループが保有す

る収益物件（倉庫、オフィスビル、レジデンス等）から賃貸収益を得る事業です。当社は、将来の投資に向け物流不動

産を流動化し資金を回収しておりますが、流動化に伴い計上する収益は不動産事業に含めております。

　物流不動産の流動化では、長津田物流センターの40％相当の持ち分を信託受益権の形式で譲渡し、前年同期に同物流

センターの30％相当を譲渡したのと比較して売上・利益が拡大しております。その結果、売上高は88億27百万円（前年

同四半期比22.7％増）、営業利益は42億56百万円（同24.3％増）となりました。

（その他事業）

　その他事業の主なものは、人材派遣事業、マーケティング事業、太陽光発電事業及び環境事業です。人材派遣事業は

依然厳しい状況にある一方で、太陽光発電事業や環境事業は利益を伸ばしましたが、売上高は50億25百万円（前年同四

半期比2.7％減）、営業利益は１億68百万円（同26.3％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、1,888億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ87億77百万円増加

しました。長津田物流センター売却に伴うたな卸資産の減少があった一方で、現金・預金の増加並びに横浜金沢物流セ

ンターの建設等に伴う建設仮勘定が増加しました。

　負債は1,304億40百万円となり、前連結会計年度末に比べ44億70百万円増加しました。これは主として短期借入金等の

増加によるものです。

　純資産は583億84百万円となり、前連結会計年度末に比べ43億７百万円増加しました。これは、親会社株主に帰属する

四半期純利益53億63百万円を計上した一方で、一株当たり30円の配当金総額11億91百万円の支払いが生じたことによる

ものです。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　世界各地で新型コロナウイルスの感染拡大が続いており、今後も経済活動の抑制が続くことで当社の通期の業績に影

響を及ぼす可能性がありますが、現時点では不確定要素が多く、影響度合いを見通すことは困難です。その一方、こう

した環境のなかで市場が拡大している生活必需品やネット通販の需要の取り込みには引き続き積極的に対応しており、

現段階では2020年２月10日に公表した通期の業績予想を変更せず、その達成に向けた努力をしてまいります。今後の経

営環境や事業動向等を踏まえ、業績予想の修正が必要となった場合には速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,503 26,864

受取手形及び売掛金 33,128 32,010

たな卸資産 6,330 4,212

その他 6,453 6,204

貸倒引当金 △39 △34

流動資産合計 64,376 69,256

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 55,615 55,421

減価償却累計額及び減損損失累計額 △27,389 △27,870

建物及び構築物（純額） 28,226 27,550

機械装置及び運搬具 26,623 28,043

減価償却累計額及び減損損失累計額 △14,703 △15,463

機械装置及び運搬具（純額） 11,919 12,580

土地 43,093 43,064

リース資産 6,342 5,683

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,784 △3,530

リース資産（純額） 2,558 2,152

建設仮勘定 2,106 5,277

その他 5,966 6,155

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,270 △4,497

その他（純額） 1,696 1,658

有形固定資産合計 89,599 92,283

無形固定資産

のれん 5,411 5,165

その他 5,024 5,080

無形固定資産合計 10,436 10,245

投資その他の資産

投資その他の資産 16,005 17,116

貸倒引当金 △369 △76

投資その他の資産合計 15,635 17,039

固定資産合計 115,671 119,569

資産合計 180,047 188,825
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,751 13,417

電子記録債務 4,928 4,073

短期借入金 17,500 22,500

1年内返済予定の長期借入金 9,809 9,811

未払法人税等 1,565 1,678

賞与引当金 1,436 3,120

その他 12,905 11,627

流動負債合計 62,896 66,228

固定負債

長期借入金 45,181 46,966

退職給付に係る負債 5,955 5,993

その他 11,937 11,252

固定負債合計 63,074 64,211

負債合計 125,970 130,440

純資産の部

株主資本

資本金 3,920 3,920

資本剰余金 2,651 2,651

利益剰余金 37,956 42,259

自己株式 △0 △0

株主資本合計 44,527 48,830

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 825 507

為替換算調整勘定 △132 △73

退職給付に係る調整累計額 △93 18

その他の包括利益累計額合計 600 452

非支配株主持分 8,948 9,101

純資産合計 54,077 58,384

負債純資産合計 180,047 188,825
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 190,754 191,619

売上原価 171,147 171,330

売上総利益 19,606 20,289

販売費及び一般管理費 11,805 11,726

営業利益 7,801 8,562

営業外収益

受取利息 27 15

受取配当金 54 52

持分法による投資利益 335 297

その他 344 138

営業外収益合計 763 503

営業外費用

支払利息 507 510

その他 279 114

営業外費用合計 786 625

経常利益 7,778 8,440

特別利益

固定資産売却益 92 62

投資有価証券売却益 － 436

関係会社株式売却益 20 －

特別利益合計 112 499

特別損失

固定資産売却損 22 11

固定資産除却損 102 14

減損損失 － 26

投資有価証券評価損 － 44

その他 － 2

特別損失合計 125 98

税金等調整前四半期純利益 7,764 8,841

法人税、住民税及び事業税 3,018 3,744

法人税等調整額 △384 △548

法人税等合計 2,633 3,195

四半期純利益 5,131 5,645

非支配株主に帰属する四半期純利益 404 282

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,727 5,363
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 5,131 5,645

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 87 △268

為替換算調整勘定 △79 47

退職給付に係る調整額 108 90

持分法適用会社に対する持分相当額 △14 15

その他の包括利益合計 101 △114

四半期包括利益 5,233 5,531

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,773 5,215

非支配株主に係る四半期包括利益 459 315
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２物流事業 不動産事業 その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 178,394 7,193 5,166 190,754 － 190,754

セグメント間の
内部売上高又は振替高

304 72 295 672 △672 －

計 178,698 7,265 5,462 191,426 △672 190,754

セグメント利益 4,180 3,423 229 7,833 △32 7,801

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去38百万円及び各報告セグメントに配分していない当社に

係る損益△70百万円であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２物流事業 不動産事業 その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 177,767 8,827 5,025 191,619 － 191,619

セグメント間の
内部売上高又は振替高

320 72 299 691 △691 －

計 178,087 8,899 5,324 192,311 △691 191,619

セグメント利益 3,994 4,256 168 8,420 141 8,562

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去44百万円及び各報告セグメントに配分していない当社に

係る損益97百万円であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。


